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大学病院を本業先としている医師について、新型コロナ
ウイルス感染症の影響も踏まえつつ、現状の兼業先の勤
務を含めた詳細な勤務実態を調査する。

2024年4月に医師の時間外労働時間の上限規制が適用さ
れた場合に、大学医局から関連病院への医師の派遣等へ
の影響を中心に、医師の働き方改革が地域医療提供体制
に与える影響について、今後、講じうる具体的な方策も
検討した上で考察する。
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研究目的

新型コロナウイルス感染症への対応を踏まえた医師の働き方改革が大学病院勤務医師の働き方に与える影響の検証とその対策に資する研究



調査・集計方法
大学病院を本業先とする医師を対象に、兼業先の勤務も含めた1週間の勤務状
況を調査。調査期間は令和２年12月中の各大学診療科で定めた１週間。

「診療業務」および「診療外業務（指示のないものは除く）」として記載さ
れた時間を労働時間として集計。

大学院生については、「研究」の時間は労働時間から除外。

労働時間の結果から、時間外労働の上限規制への該当性等について確認。

病院長や事務部門、各診療科の教授や医局長等から現状の勤務体制や労働時
間短縮の取組状況等をヒアリング、本調査結果を踏まえた今後の方策につい
て意見交換を実施。
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研究方法

新型コロナウイルス感染症への対応を踏まえた医師の働き方改革が大学病院勤務医師の働き方に与える影響の検証とその対策に資する研究

調査対象
協力の同意が得られた10大学病院。なお、その構成については以下の通り。

地域の偏りがない

国公立大学、私立大学どちらも含まれる

医師少数と多数の都道府県が含まれる

各大学病院に対して、可能な限り、長時間労働の医師が多いと考えられる診
療科を対象として調査を行いたいことを伝え、各大学病院の事情に応じて、
病院長や事務部門が調査対象の2～3診療科を選定（計26診療科）。
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調査対象診療科と有効回答数
大学病院 診療科※ 有効回答数
A大学病院 ①消化器外科 13
A大学病院 ②心臓血管外科 12
A大学病院 ③呼吸器外科 4
B大学病院 ①泌尿器科 19
B大学病院 ②腎臓内科 13
C大学病院 ①消化器内科 27
C大学病院 ②産婦人科 38
C大学病院 ③耳鼻咽喉科 30
D大学病院 ①脳神経外科 17
D大学病院 ②耳鼻咽喉科 21
E大学病院 ①循環器内科 24
E大学病院 ②救急科 1
F大学病院 ①産婦人科 14
F大学病院 ②呼吸器内科 18
F大学病院 ③消化器外科 26
G大学病院 ①産婦人科 22
G大学病院 ②心臓血管外科 11
H大学病院 ①消化器内科 18
H大学病院 ②循環器内科 11
H大学病院 ③皮膚科 12
I大学病院 ①循環器内科 38
I大学病院 ②消化器内科 37
I大学病院 ③整形外科 23
J大学病院 ①消化器外科 38
J大学病院 ②循環器内科 36
J大学病院 ③移植外科 8

合計 （N=531※※）
※※診療科不明（6名）、研究のみの大学院生（１名）、労働時間に関する記載無し（５名）を除外

※ 一部の診療科については、一般的な診療科名に変更



労働時間について

調査結果及びヒアリングの結果、診療科によって差はあるものの、大学
病院での夜間・休日の勤務は診療業務を行っている時間の割合が高いこ
と、また、兼業先での夜間・休日の勤務の多くは診療業務を行っている
時間が短く、宿日直許可を取り労働時間から除きうる可能性があると考
えられることから、労働時間については、大学病院は宿日直許可なし、
兼業先は宿日直許可ありとみなし、

大学病院での勤務 宿日直中の待機含む

兼業先での勤務 宿日直中の待機除く

としてカウントした。一方で、兼業先においても診療業務を行っている
時間が長い事例も存在しているため、

大学病院での勤務 宿日直中の待機含む

兼業先での勤務 宿日直中の待機含む

としてカウントした数値も併せてお示しする。
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調査対象医師の水準割合
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時間外・休日労働
年1860時間換算

時間外・休日労働
年960時間換算



ヒアリング内容

調査結果からみる現状の共有と具体的な今後の方策について、意見
交換を実施。
①現状の勤務体制

宿日直体制
シフトの組み方（宿日直回数などのバラツキなど）
長時間労働の要因であろうと考えられること
医師派遣の目的（地域からの要請、医局員の経験等）
医局の運営方法

②労働時間短縮計画の内容
労働時間の短縮が可能な部分
タスク・シフト/シェアの進み具合
シフトの組み替え、複数主治医制・チーム制導入等の可能性
病院機能の集約の可能性 等

③調査結果を受けた地域・関連病院への医師派遣への影響
④新型コロナウイルス感染症の影響 等

10大学病院25診療科の教授・医局長らへのヒアリングを実施
※ E大学病院の救急科は、ヒアリング実施なし
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ヒアリング結果〈A大学病院〉

診療
科

有効
回答数

BまたはC水準を超過
している医師の割合 上限規制遵守

を目的とした
医師派遣縮小
の現時点での
可能性

勤務体制の見直し タスク・シフト／シェア

大学病院
待機含む、
兼業先
待機除く

大学病
院・兼業
先ともに
待機含む

複数主治医
制・チーム

制

当直体制
（大学病院）

当直体制
（兼業先）

土日祝日の
病棟回診等

その他 現状況

今後推進を希望する業務・課題等

医師事務
作業補助者

特定行為研
修を修了し
た看護師

看護師・
助産師

その他

A

大

学

病

院

消

化

器

外

科

13 15.4% 15.4% なし 各科当直

シフト調整
には裁量労
働制の教員
が当直に加
わる必要が
あり、調整
が困難

心

臓

血

管

外

科

12 16.7% 25.0% なし
呼吸器外科
とのグルー
プ当直

シフト調整
には裁量労
働制の教員
が当直に加
わる必要が
あり、調整
が困難

呼

吸

器

外

科

4 0.0% 0.0% なし
心臓血管外
科とのグ
ループ当直

シフト調整
には裁量労
働制の教員
が当直に加
わる必要が
あり、調整
が困難
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※聴取できた項目のみ表記



ヒアリング結果〈B大学病院〉

診療
科

有効
回答数

BまたはC水準を超過
している医師の割合 上限規制遵守

を目的とした
医師派遣縮小
の現時点での
可能性

勤務体制の見直し タスク・シフト／シェア

大学病院
待機含む、
兼業先
待機除く

大学病
院・兼業
先ともに
待機含む

複数主治医
制・チーム

制

当直体制
（大学病院）

当直体制
（兼業先）

土日祝日の
病棟回診等

その他 現状況

今後推進を希望する業務・課題等

医師事務
作業補助者

特定行為研
修を修了し
た看護師

看護師・
助産師

その他

B

大

学

病

院

泌

尿

器

科

19 5.3% 5.3% なし

3名を原則
としたチー
ム制にして
いる

外科系診療
科でのグ
ループ当直

土日祝日の
自主的な出
勤は制限し
ていない

・抄読会等
の教育的業
務を週1回
に減少
・9-17時
で完了する
よう業務を
圧縮

医師事務作
業補助者配
置あり（一
部外来）

外来時間短
縮効果あり、
配置拡充を
希望

腎

臓

内

科

13 0.0% 0.0%
常勤医派遣の
縮小は検討の
可能性あり

主治医、副
主治医、受
け持ち医の
チーム制と
している

土曜は2名
日直（透
析）、夜間
はオンコー
ル対応

・抄読会等
の教育的業
務を週1回
に減少
・9-18時
で完了する
よう業務を
圧縮
・患者説明
を原則日中
とするよう、
病院として
患者家族に
理解を求め
ている

医師事務作
業補助者配
置あり（書
類作成）

配置拡充と
業務拡大
（電子ｶﾙﾃ
入力）希望

新型コロナウイルス感染症への対応を踏まえた医師の働き方改革が大学病院勤務医師の働き方に与える影響の検証とその対策に資する研究 8

※聴取できた項目のみ表記



ヒアリング結果〈C大学病院〉

診療
科

有効
回答数

BまたはC水準を超過
している医師の割合 上限規制遵守

を目的とした
医師派遣縮小
の現時点での
可能性

勤務体制の見直し タスク・シフト／シェア

大学病院
待機含む、
兼業先
待機除く

大学病
院・兼業
先ともに
待機含む

複数主治医
制・チーム

制

当直体制
（大学病院）

当直体制
（兼業先）

土日祝日の
病棟回診等

その他 現状況

今後推進を希望する業務・課題等

医師事務
作業補助者

特定行為研
修を修了し
た看護師

看護師・
助産師

その他

C

大

学

病

院

消

化

器

内

科

27 7.4% 11.1% なし

・土日いず
れかは休日
にできると
考える
・病棟業務
の改善も
実施する方
向

医師事務作
業補助者配
置あり

疲労度軽減
効果あり、
配置拡充を
希望

血液培養、
ルート確保

患者の検査
誘導

産

婦

人

科

38 13.2% 47.4%

できれば医師
派遣縮小はし
たくないが、
対応が難しい
と判断した場
合には検討す
る

MFICU常駐
1名+2名の
3名当直(3
人目が対応
にあたるこ
とは少な
い)

県からの派
遣要請もあ
り、当直回
数を減らせ
ないことか
ら、月10回
行っている
医師もいる

緊急手術が
多く、当直
日以外に業
務整理をす
ることによ
り、時間外
労働が常態
化している

医師事務作
業補助者配
置あり

患者からの
電話対応、
初期対応の
判断

医師の署名
を要する書
類（遺伝診
療・検査な
ど）など、
代行不可の
書類が増え
ている

耳

鼻

咽

喉

科

30 6.7% 6.7% なし チーム制
宿日直で
対応

基本的に時
間外業務を
行わず、帰
宅するよう
徹底してい
る

・医師事務
作業補助者
配置あり、
活用も進ん
でいる
・手術前の
コントロー
ルチームあ
り

新型コロナウイルス感染症への対応を踏まえた医師の働き方改革が大学病院勤務医師の働き方に与える影響の検証とその対策に資する研究 9

※聴取できた項目のみ表記



ヒアリング結果〈D大学病院〉

診療
科

有効
回答数

BまたはC水準を超過
している医師の割合 上限規制遵守

を目的とした
医師派遣縮小
の現時点での
可能性

勤務体制の見直し タスク・シフト／シェア

大学病院
待機含む、
兼業先
待機除く

大学病
院・兼業
先ともに
待機含む

複数主治医
制・チーム

制

当直体制
（大学病院）

当直体制
（兼業先）

土日祝日の
病棟回診等

その他 現状況

今後推進を希望する業務・課題等

医師事務
作業補助者

特定行為研
修を修了し
た看護師

看護師・
助産師

その他

D

大

学

病

院

脳

神

経

外

科

17 35.3% 41.2% なし

・各科当直
・深夜帯は
労働密度が
低く、宿日
直許可申請
を検討する

労働密度の
高い派遣先
は選択しな
いようにし
ている

土日祝日の
自主的な出
勤が常態化
しており、
当番制を検
討する

・手術動画
編集作業が
長時間とな
る
・教育上立
ち会い必要
な手術、そ
うでない手
術を仕分け
ることは可
能

医師事務作
業補助者配
置あり

業務拡大
（検査予約
変更等）希
望

点滴、静注、
手術時の一
連の患者対
応

耳

鼻

咽

喉

科

21 4.8% 4.8% なし

オペ日のみ
夜勤、その
他はオン
コール対応

宿日直の派
遣は行って
いない

手術日が固
定している
ため、夜勤
翌日が手術
日であれば
休日確保が
困難

医師の間接
業務が多く、
配置希望

配置希望で
あるが、育
成教育が負
担となって
いる

採血、ルー
ト確保

同意書の受
領、説明資
料の印刷

新型コロナウイルス感染症への対応を踏まえた医師の働き方改革が大学病院勤務医師の働き方に与える影響の検証とその対策に資する研究 10

※聴取できた項目のみ表記



ヒアリング結果〈E大学病院〉

診療
科

有効
回答数

BまたはC水準を超過
している医師の割合 上限規制遵守

を目的とした
医師派遣縮小
の現時点での
可能性

勤務体制の見直し タスク・シフト／シェア

大学病院
待機含む、
兼業先
待機除く

大学病
院・兼業
先ともに
待機含む

複数主治医
制・チーム

制

当直体制
（大学病院）

当直体制
（兼業先）

土日祝日の
病棟回診等

その他 現状況

今後推進を希望する業務・課題等

医師事務
作業補助者

特定行為研
修を修了し
た看護師

看護師・
助産師

その他

E

大

学

病

院

循

環

器

内

科

24 8.3% 29.2%

大学病院での
労働時間短縮
に取り組んで
も対応できな
い場合には検
討せざるを得
ない

３人一組の
チーム制と
しているが、
主担当1人
＋サブ2人
と業務負担
は平等では
ない

時間外の呼
び出しが最
小限で済む
よう、当番
制としてい
る

シフト制導
入には医師
数の問題、
専門性やス
キルの問題、
患者の理解
の問題とい
う課題があ
る

配置希望
・検査予約
の日程調整
・逆紹介先
の検索

創傷処置

新型コロナウイルス感染症への対応を踏まえた医師の働き方改革が大学病院勤務医師の働き方に与える影響の検証とその対策に資する研究 11

※ E大学の救急科は、ヒアリング実施なし

※聴取できた項目のみ表記



ヒアリング結果〈F大学病院〉

診療
科

有効
回答数

BまたはC水準を超過
している医師の割合 上限規制遵守

を目的とした
医師派遣縮小
の現時点での
可能性

勤務体制の見直し タスク・シフト／シェア

大学病院
待機含む、
兼業先
待機除く

大学病
院・兼業
先ともに
待機含む

複数主治医
制・チーム

制

当直体制
（大学病院）

当直体制
（兼業先）

土日祝日の
病棟回診等

その他 現状況

今後推進を希望する業務・課題等

医師事務
作業補助者

特定行為研
修を修了し
た看護師

看護師・
助産師

その他

F

大

学

病

院

産

婦

人

科

14 14.3% 28.6%

婦人科につい
ては医師派遣
を縮小しても
問題ないとこ
ろは検討する

・MFICU含
むシフト制
・夜間は2
名+オン
コール体制
・翌日の執
刀医は前日
夜勤としな
いよう調整
（若手はで
きていな
い）

労働密度の
高い派遣先
は選択しな
いようにし
ている

・シフト制
であるが実
態が伴って
いない
・産休明け
医師に月1
回の夜勤担
当を検討

呼

吸

器

内

科

18 0.0% 0.0% なし チーム制
内科系診療
科でのグ
ループ当直

女性医師の
活用も含め、
業務分担を
検討してい
る

消

化

器

外

科

26 0.0% 15.4% なし

チーム制に
したことに
より、オン
コール回数
は増えたが
当直回数が
減少

外科系診療
科でのグ
ループ当直

土日の宿日
直は１回／
月とするよ
う調整

時間外労働
を週1回
チェックし、
年1860時
間内とすべ
く意識的マ
ネジメント
している

医師事務作
業補助者配
置あり（書
類作成）

医師1名に1
名配置希望

手術時に要
する書類が
多く負担と
なっている

新型コロナウイルス感染症への対応を踏まえた医師の働き方改革が大学病院勤務医師の働き方に与える影響の検証とその対策に資する研究 12

※聴取できた項目のみ表記



ヒアリング結果〈G大学病院〉

診療
科

有効
回答数

BまたはC水準を超過
している医師の割合 上限規制遵守

を目的とした
医師派遣縮小
の現時点での
可能性

勤務体制の見直し タスク・シフト／シェア

大学病院
待機含む、
兼業先
待機除く

大学病
院・兼業
先ともに
待機含む

複数主治医
制・チーム

制

当直体制
（大学病院）

当直体制
（兼業先）

土日祝日の
病棟回診等

その他 現状況

今後推進を希望する業務・課題等

医師事務
作業補助者

特定行為研
修を修了し
た看護師

看護師・
助産師

その他

G

大

学

病

院

産

婦

人

科

22 0.0% 27.3% なし
夜勤+宿直
体制

土日の宿日
直は１回／
月とするよ
う調整

シフト制導
入は医師数
の問題の他、
働き方とし
て診療科に
馴染むのか
確認が必要

医師事務作
業補助者配
置あり

更なる機能
向上を希望

心

臓

血

管

外

科

11 27.3% 36.4% なし

・2名体制
（1名
CCU,1名一
般病棟）と
し、CCUは
夜勤
・医局員数
が少なく、
当直頻度は
高い

土日の宿日
直は１回／
月とするよ
う調整

質の担保の
ためにも、
可能なもの
は業務共有
が必要

配置希望

新型コロナウイルス感染症への対応を踏まえた医師の働き方改革が大学病院勤務医師の働き方に与える影響の検証とその対策に資する研究 13

※聴取できた項目のみ表記



ヒアリング結果〈H大学〉

診療
科

有効
回答数

BまたはC水準を超過
している医師の割合 上限規制遵守

を目的とした
医師派遣縮小
の現時点での
可能性

勤務体制の見直し タスク・シフト／シェア

大学病院
待機含む、
兼業先
待機除く

大学病
院・兼業
先ともに
待機含む

複数主治医
制・チーム

制

当直体制
（大学病院）

当直体制
（兼業先）

土日祝日の
病棟回診等

その他 現状況

今後推進を希望する業務・課題等

医師事務
作業補助者

特定行為研
修を修了し
た看護師

看護師・
助産師

その他

H

大

学

病

院

消

化

器

内

科

18 5.6% 11.1% なし
宿直とオン
コールを併
用

長時間とな
らないよう
調整してい
る

土曜を休日
とできる可
能性あり

医師事務作
業補助者配
置あり

外来時間短
縮効果あり、
配置拡充を
希望

循

環

器

内

科

11 18.2% 27.3% なし

チーム制を
導入してい
るが、メイ
ンは主治医
制である

宿日直で対
応平日夜間
1名、祝土
日の日当直
1名、カテ
待機オン
コール2名/
毎日体制

基幹病院が
多く、本院
以上の業務
密度となる
場合がある

担当患者が
いれば自主
的に出勤し
ている

予めのシフ
ト調整によ
り、週1回
の休日確保
は可能

医師事務作
業補助者配
置あり（一
部外来）

外来時間短
縮効果あり、
配置拡充を
希望

血液培養、
静脈注射、
輸血

診断書作成、
レセプト
チェック、
処方修正、
検査予約、
入院予約

皮

膚

科

12 0.0% 0.0% なし

3診療科で
グループ当
直（週2回
程度宿日直
＋オンコー
ル）

医師事務作
業補助者配
置あり（一
部外来）

配置拡充を
希望

新型コロナウイルス感染症への対応を踏まえた医師の働き方改革が大学病院勤務医師の働き方に与える影響の検証とその対策に資する研究 14

※聴取できた項目のみ表記



ヒアリング結果〈I大学病院〉

診療
科

有効
回答数

BまたはC水準を超過
している医師の割合 上限規制遵守

を目的とした
医師派遣縮小
の現時点での
可能性

勤務体制の見直し タスク・シフト／シェア

大学病院
待機含む、
兼業先
待機除く

大学病
院・兼業
先ともに
待機含む

複数主治医
制・チーム

制

当直体制
（大学病院）

当直体制
（兼業先）

土日祝日の
病棟回診等

その他 現状況

今後推進を希望する業務・課題等

医師事務
作業補助者

特定行為研
修を修了し
た看護師

看護師・
助産師

その他

I

大

学

病

院

循

環

器

内

科

38 0.0% 21.1% なし

チーム制の
導入を検討
中（時差出
勤等）

全科当直の
ところ、グ
ループ当直
＋オンコー
ル併用体制
へ変更検討
中

医師主導に
より労働時
間短縮計画
策定中

術後管理
ペーパー
ワークの削
減を検討中

消

化

器

内

科

37 8.1% 35.1% なし

チーム制の
導入を検討
中（時差出
勤等）

全科当直の
ところ、グ
ループ当直
＋オンコー
ル併用体制
へ変更検討
中

医師主導に
より労働時
間短縮計画
策定中

ペーパー
ワークの削
減を検討中

整

形

外

科

23 8.7% 8.7% なし

チーム制の
導入を検討
中（時差出
勤等）

全科当直の
ところ、グ
ループ当直
＋オンコー
ル併用体制
へ変更検討
中

医師主導に
より労働時
間短縮計画
策定中

ペーパー
ワークの削
減を検討中

新型コロナウイルス感染症への対応を踏まえた医師の働き方改革が大学病院勤務医師の働き方に与える影響の検証とその対策に資する研究 15

※聴取できた項目のみ表記



ヒアリング結果〈J大学病院〉

診療
科

有効
回答数

BまたはC水準を超過
している医師の割合 上限規制遵守

を目的とした
医師派遣縮小
の現時点での
可能性

勤務体制の見直し タスク・シフト／シェア

大学病院
待機含む、
兼業先
待機除く

大学病
院・兼業
先ともに
待機含む

複数主治医
制・チーム

制

当直体制
（大学病院）

当直体制
（兼業先）

土日祝日の
病棟回診等

その他 現状況

今後推進を希望する業務・課題等

医師事務
作業補助者

特定行為研
修を修了し
た看護師

看護師・
助産師

その他

J

大

学

病

院

消

化

器

外

科

38 39.5% 55.3% なし
チーム制の
導入を検討
中

・各科当直
をグループ
当直に変更
予定
・当直翌日
の午後帰宅
を実施予定

土日祝日の
自主的な出
勤が常態化
しており、
当番制とす
る予定

循

環

器

内

科

36 8.3% 27.8%
対応できない
場合には検討
の可能性あり

完全主治医
制

CCU当直と
循環器当直
2名、土日
は2名の日
当直、カテ
待機はオン
コール

宿日直許可
等を確認し、
シフトの組
み方を検討
する

土日祝日は
オンコール
としている
が、実態と
して多くの
医師が自主
的に出勤し
ている

チーム制を
検討したい
が、患者や
家族の理解
も必要

医師事務作
業補助者配
置あり

配置拡充を
希望

術後管理

移

植

外

科

8 25.0% 25.0% なし

・各科当直
・月１～２
回となるよ
う管理して
いる

タスクシフ
ト等で時間
外労働を削
減したい
一方、人員
確保も必要

医師事務作
業補助者配
置あり
（NCD登
録・診断書
作成）

配置拡充を
希望

術後管理

新型コロナウイルス感染症への対応を踏まえた医師の働き方改革が大学病院勤務医師の働き方に与える影響の検証とその対策に資する研究 16

※聴取できた項目のみ表記



主な労働時間短縮のための方策
勤務体制の見直し
主治医制からチーム制、複数主治医制の導入

シフト制や変形労働時間制の導入

各科当直から複数診療科によるグループ当直の導入

オンコールの併用

土日祝日の病棟業務等は当番医で対応（必要に応じて主治医が対応）

土日のどちらかを法定休日として確保する体制の構築

＊軽度の又は短時間の業務であり、睡眠が確保できる宿日直業務については、

宿日直許可の申請も合わせて検討

タスク・シフト/シェア
短時間勤務の医師の活用

医師事務作業補助者の活用

特定行為研修を修了した看護師の活用

助産師の活用

17新型コロナウイルス感染症への対応を踏まえた医師の働き方改革が大学病院勤務医師の働き方に与える影響の検証とその対策に資する研究
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ヒアリング結果〈循環器内科〉

大学
病院

有効
回答数

BまたはC水準を超過
している医師の割合 上限規制遵守

を目的とした
医師派遣縮小
の現時点での
可能性

勤務体制の見直し タスク・シフト／シェア

大学病院
待機含む、
兼業先
待機除く

大学病
院・兼業
先ともに
待機含む

複数主治医
制・チーム

制

当直体制
（大学病院）

当直体制
（兼業先）

土日祝日の
病棟回診等

その他 現状況

今後推進を希望する業務・課題等

医師事務
作業補助者

特定行為研
修を修了し
た看護師

看護師・
助産師

その他

循
環
器
内
科

E
大学
病院

24 8.3% 29.2%

大学病院での
労働時間短縮
に取り組んで
も対応できな
い場合には検
討せざるを得
ない

３人一組の
チーム制と
しているが、
主担当1人
＋サブ2人
と業務負担
は平等では
ない

時間外の呼
び出しが最
小限で済む
よう、当番
制としてい
る

シフト制導
入には医師
数の問題、
専門性やス
キルの問題、
患者の理解
の問題とい
う課題があ
る

配置希望
・検査予約
の日程調整
・逆紹介先
の検索

創傷処置

H
大学
病院

11 18.2% 27.3% なし

チーム制を
導入してい
るが、メイ
ンは主治医
制である

宿日直で対
応平日夜間
1名、祝土
日の日当直
1名、カテ
待機オン
コール2名/
毎日体制

基幹病院が
多く、本院
以上の業務
密度となる
場合がある

担当患者が
いれば自主
的に出勤し
ている

予めのシフ
ト調整によ
り、週1回
の休日確保
は可能

医師事務作
業補助者配
置あり（一
部外来）

外来時間短
縮効果あり、
配置拡充を
希望

血液培養、
静脈注射、
輸血

診断書作成、
レセプト
チェック、
処方修正、
検査予約、
入院予約

I
大学
病院

38 0.0% 21.1% なし

チーム制の
導入を検討
中（時差出
勤等）

全科当直の
ところ、グ
ループ当直
＋オンコー
ル併用体制
へ変更検討
中

医師主導に
より労働時
間短縮計画
策定中

術後管理
ペーパー
ワークの削
減を検討中

J
大学
病院

36 8.3% 27.8%
対応できない
場合には検討
の可能性あり

完全主治医
制

CCU当直と
循環器当直
2名、土日
は2名の日
当直、カテ
待機はオン
コール

宿日直許可
等を確認し、
シフトの組
み方を検討
する

土日祝日は
オンコール
としている
が、実態と
して多くの
医師が自主
的に出勤し
ている

チーム制を
検討したい
が、患者や
家族の理解
も必要

医師事務作
業補助者配
置あり

配置拡充を
希望

術後管理

新型コロナウイルス感染症への対応を踏まえた医師の働き方改革が大学病院勤務医師の働き方に与える影響の検証とその対策に資する研究 19

※聴取できた項目のみ表記



ヒアリング結果〈消化器内科〉

大学
病院

有効
回答数

BまたはC水準を超過
している医師の割合 上限規制遵守

を目的とした
医師派遣縮小
の現時点での
可能性

勤務体制の見直し タスク・シフト／シェア

大学病院
待機含む、
兼業先
待機除く

大学病
院・兼業
先ともに
待機含む

複数主治医
制・チーム

制

当直体制
（大学病院）

当直体制
（兼業先）

土日祝日の
病棟回診等

その他 現状況

今後推進を希望する業務・課題等

医師事務
作業補助者

特定行為研
修を修了し
た看護師

看護師・
助産師

その他

消
化
器
内
科

C
大学
病院

27 7.4% 11.1% なし

・土日いず
れかは休日
にできると
考える
・病棟業務
の改善も
実施する方
向

医師事務作
業補助者配
置あり

疲労度軽減
効果あり、
配置拡充を
希望

血液培養、
ルート確保

患者の検査
誘導

H
大学
病院

18 5.6% 11.1% なし
宿直とオン
コールを併
用

長時間とな
らないよう
調整してい
る

土曜を休日
とできる可
能性あり

医師事務作
業補助者配
置あり

外来時間短
縮効果あり、
配置拡充を
希望

I
大学
病院

37 8.1% 35.1% なし

チーム制の
導入を検討
中（時差出
勤等）

全科当直の
ところ、グ
ループ当直
＋オンコー
ル併用体制
へ変更検討
中

医師主導に
より労働時
間短縮計画
策定中

ペーパー
ワークの削
減を検討中

新型コロナウイルス感染症への対応を踏まえた医師の働き方改革が大学病院勤務医師の働き方に与える影響の検証とその対策に資する研究 20

※聴取できた項目のみ表記



ヒアリング結果〈呼吸器内科・腎臓内科〉

大学
病院

有効
回答数

BまたはC水準を超過
している医師の割合 上限規制遵守

を目的とした
医師派遣縮小
の現時点での
可能性

勤務体制の見直し タスク・シフト／シェア

大学病院
待機含む、
兼業先
待機除く

大学病
院・兼業
先ともに
待機含む

複数主治医
制・チーム

制

当直体制
（大学病院）

当直体制
（兼業先）

土日祝日の
病棟回診等

その他 現状況

今後推進を希望する業務・課題等

医師事務
作業補助者

特定行為研
修を修了し
た看護師

看護師・
助産師

その他

呼
吸
器
内
科

F
大学
病院

18 0.0% 0.0% なし チーム制
内科系診療
科でのグ
ループ当直

女性医師の
活用も含め、
業務分担を
検討してい
る

腎
臓
内
科

B
大学
病院

13 0.0% 0.0%

常勤医派遣
の縮小は検
討の可能性
あり

主治医、副
主治医、受
け持ち医の
チーム制と
している

土曜は2名
日直（透
析）、夜間
はオンコー
ル対応

・抄読会等
の教育的業
務を週1回
に減少
・9-18時
で完了する
よう業務を
圧縮
・患者説明
を原則日中
とするよう、
病院として
患者家族に
理解を求め
ている

医師事務作
業補助者配
置あり（書
類作成）

配置拡充と
業務拡大
（電子ｶﾙﾃ
入力）希望
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※聴取できた項目のみ表記



ヒアリング結果〈消化器外科・呼吸器外科〉

大学
病院

有効
回答数

BまたはC水準を超過
している医師の割合 上限規制遵守

を目的とした
医師派遣縮小
の現時点での
可能性

勤務体制の見直し タスク・シフト／シェア

大学病院
待機含む、
兼業先
待機除く

大学病
院・兼業
先ともに
待機含む

複数主治医
制・チーム

制

当直体制
（大学病院）

当直体制
（兼業先）

土日祝日の
病棟回診等

その他 現状況

今後推進を希望する業務・課題等

医師事務
作業補助者

特定行為研
修を修了し
た看護師

看護師・
助産師

その他

消
化
器
外
科

A
大学
病院

13 15.4% 15.4% なし 各科当直

シフト調整
には裁量労
働制の教員
が当直に加
わる必要が
あり、調整
が困難

F
大学
病院

26 0.0% 15.4% なし

チーム制に
したことに
より、オン
コール回数
は増えたが
当直回数が
減少

外科系診療
科でのグ
ループ当直

土日の宿日
直は１回／
月とするよ
う調整

時間外労働
を週1回
チェックし、
年1860時
間内とすべ
く意識的マ
ネジメント
している

医師事務作
業補助者配
置あり（書
類作成）

医師1名に1
名配置希望

手術時に要
する書類が
多く負担と
なっている

J
大学
病院

38 39.5% 55.3% なし
チーム制の
導入を検討
中

・各科当直
をグループ
当直に変更
予定
・当直翌日
の午後帰宅
を実施予定

土日祝日の
自主的な出
勤が常態化
しており、
当番制とす
る予定

呼
吸
器
外
科

A
大学
病院

4 0.0% 0.0% なし
心臓血管外
科とのグ
ループ当直

シフト調整
には裁量労
働制の教員
が当直に加
わる必要が
あり、調整
が困難
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※聴取できた項目のみ表記



ヒアリング結果〈心臓血管外科・移植外科〉

大学
病院

有効
回答数

BまたはC水準を超過
している医師の割合 上限規制遵守

を目的とした
医師派遣縮小
の現時点での
可能性

勤務体制の見直し タスク・シフト／シェア

大学病院
待機含む、
兼業先
待機除く

大学病
院・兼業
先ともに
待機含む

複数主治医
制・チーム

制

当直体制
（大学病院）

当直体制
（兼業先）

土日祝日の
病棟回診等

その他 現状況

今後推進を希望する業務・課題等

医師事務
作業補助者

特定行為研
修を修了し
た看護師

看護師・
助産師

その他

心
臓
血
管
外
科

A
大学
病院

12 16.7% 25.0% なし
呼吸器外科
とのグルー
プ当直

シフト調整
には裁量労
働制の教員
が当直に加
わる必要が
あり、調整
が困難

G
大学
病院

11 27.3% 36.4% なし

・2名体制
（1名
CCU,1名一
般病棟）と
し、CCUは
夜勤
・医局員数
が少なく、
当直頻度は
高い

土日の宿日
直は１回／
月とするよ
う調整

質の担保の
ためにも、
可能なもの
は業務共有
が必要

配置希望

移
植
外
科

J
大学
病院

8 25.0% 25.0% なし

・各科当直
・月１～２
回となるよ
う管理して
いる

タスクシフ
ト等で時間
外労働を削
減したい
一方、人員
確保も必要

医師事務作
業補助者配
置あり
（NCD登
録・診断書
作成）

配置拡充を
希望

術後管理

新型コロナウイルス感染症への対応を踏まえた医師の働き方改革が大学病院勤務医師の働き方に与える影響の検証とその対策に資する研究 23

※聴取できた項目のみ表記



ヒアリング結果〈産婦人科〉

大学
病院

有効
回答数

BまたはC水準を超過
している医師の割合 上限規制遵守

を目的とした
医師派遣縮小
の現時点での
可能性

勤務体制の見直し タスク・シフト／シェア

大学病院
待機含む、
兼業先
待機除く

大学病
院・兼業
先ともに
待機含む

複数主治医
制・チーム

制

当直体制
（大学病院）

当直体制
（兼業先）

土日祝日の
病棟回診等

その他 現状況

今後推進を希望する業務・課題等

医師事務
作業補助者

特定行為研
修を修了し
た看護師

看護師・
助産師

その他

産
婦
人
科

C
大学
病院

38 13.2% 47.4%

できれば医師
派遣縮小はし
たくないが、
対応が難しい
と判断した場
合には検討す
る

MFICU常駐
1名+2名の
3名当直(3
人目が対応
にあたるこ
とは少な
い)

県からの派
遣要請もあ
り、当直回
数を減らせ
ないことか
ら、月10回
行っている
医師もいる

緊急手術が
多く、当直
日以外に業
務整理をす
ることによ
り、時間外
労働が常態
化している

医師事務作
業補助者配
置あり

患者からの
電話対応、
初期対応の
判断

医師の署名
を要する書
類（遺伝診
療・検査な
ど）など、
代行不可の
書類が増え
ている

F
大学
病院

14 14.3% 28.6%

婦人科につい
ては医師派遣
を縮小しても
問題ないとこ
ろは検討する

・MFICU含
むシフト制
・夜間は2
名+オン
コール体制
・翌日の執
刀医は前日
夜勤としな
いよう調整
（若手はで
きていな
い）

労働密度の
高い派遣先
は選択しな
いようにし
ている

・シフト制
であるが実
態が伴って
いない
・産休明け
医師に月1
回の夜勤担
当を検討

G
大学
病院

22 0.0% 27.3% なし
夜勤+宿直
体制

土日の宿日
直は１回／
月とするよ
う調整

シフト制導
入は医師数
の問題の他、
働き方とし
て診療科に
馴染むのか
確認が必要

医師事務作
業補助者配
置あり

更なる機能
向上を希望
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※聴取できた項目のみ表記



ヒアリング結果〈皮膚科・耳鼻咽喉科・泌尿器科〉

大学
病院

有効
回答数

BまたはC水準を超過
している医師の割合 上限規制遵守

を目的とした
医師派遣縮小
の現時点での
可能性

勤務体制の見直し タスク・シフト／シェア

大学病院
待機含む、
兼業先
待機除く

大学病
院・兼業
先ともに
待機含む

複数主治医
制・チーム

制

当直体制
（大学病院）

当直体制
（兼業先）

土日祝日の
病棟回診等

その他 現状況

今後推進を希望する業務・課題等

医師事務
作業補助者

特定行為研
修を修了し
た看護師

看護師・
助産師

その他

皮
膚
科

H
大学
病院

12 0.0% 0.0% なし

3診療科で
グループ当
直（週2回
程度宿日直
＋オンコー
ル）

医師事務作
業補助者配
置あり（一
部外来）

配置拡充を
希望

耳
鼻
咽
喉
科

C
大学
病院

30 6.7% 6.7% なし チーム制
宿日直で
対応

基本的に時
間外業務を
行わず、帰
宅するよう
徹底してい
る

・医師事務
作業補助者
配置あり、
活用も進ん
でいる
・手術前の
コントロー
ルチームあ
り

D
大学
病院

21 4.8% 4.8% なし

オペ日のみ
夜勤、その
他はオン
コール対応

宿日直の派
遣は行って
いない

手術日が固
定している
ため、夜勤
翌日が手術
日であれば
休日確保が
困難

医師の間接
業務が多く、
配置希望

配置希望で
あるが、育
成教育が負
担となって
いる

採血、ルー
ト確保

同意書の受
領、説明資
料の印刷

泌
尿
器
科

B
大学
病院

19 5.3% 5.3% なし

3名を原則
としたチー
ム制にして
いる

外科系診療
科でのグ
ループ当直

土日祝日の
自主的な出
勤は制限し
ていない

・抄読会等
の教育的業
務を週1回
に減少
・9-17時
で完了する
よう業務を
圧縮

医師事務作
業補助者配
置あり（一
部外来）

外来時間短
縮効果あり、
配置拡充を
希望
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※聴取できた項目のみ表記



ヒアリング結果〈整形外科・脳神経外科〉

大学
病院

有効
回答数

BまたはC水準を超過
している医師の割合 上限規制遵守

を目的とした
医師派遣縮小
の現時点での
可能性

勤務体制の見直し タスク・シフト／シェア

大学病院
待機含む、
兼業先
待機除く

大学病
院・兼業
先ともに
待機含む

複数主治医
制・チーム

制

当直体制
（大学病院）

当直体制
（兼業先）

土日祝日の
病棟回診等

その他 現状況

今後推進を希望する業務・課題等

医師事務
作業補助者

特定行為研
修を修了し
た看護師

看護師・
助産師

その他

整
形
外
科

I
大学
病院

23 8.7% 8.7% なし

チーム制の
導入を検討
中（時差出
勤等）

全科当直の
ところ、グ
ループ当直
＋オンコー
ル併用体制
へ変更検討
中

医師主導に
より労働時
間短縮計画
策定中

ペーパー
ワークの削
減を検討中

脳
神
経
外
科

D
大学
病院

17 35.3% 41.2% なし

・各科当直
・深夜帯は
労働密度が
低く、宿日
直許可申請
を検討する

労働密度の
高い派遣先
は選択しな
いようにし
ている

土日祝日の
自主的な出
勤が常態化
しており、
当番制を検
討する

・手術動画
編集作業が
長時間とな
る
・教育上立
ち会い必要
な手術、そ
うでない手
術を仕分け
ることは可
能

医師事務作
業補助者配
置あり

業務拡大
（検査予約
変更等）希
望

点滴、静注、
手術時の一
連の患者対
応
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※聴取できた項目のみ表記


